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あらまし：本稿では Facebookを利用した協調学習を導入した, 2年間の授業実践について, 2012年度受講
生による学習コミュニティの状態受容に関する分析結果を報告する. 具体的には協調学習を導入した 2つ
の授業にて Facebookを授業外学習支援のために利用し, 「探求の共同体」尺度を用いて, 主観的評価を行
ったところ, 学習コミュニティの状態が認知的・教授的に高く評価された.  
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1. はじめに 
近年, 高等教育における協調学習を導入した授業

において, Social Networking Services (SNS)を使う試
みがされている.協調学習では, 人間関係を構築・維
持しながら, グループメンバー相互に意味交渉を行
うこと, 作業の分業, 知識や情報, 活動内容の共有
と統合することといった生産的な学習コミュニティ

が形成されることが求められるが, SNS がこれら活
動の支援において効果が期待されている[1]. 本稿で
は対面で行われる協調学習を導入した授業に対して, 
授業外学習の支援のために Facebook を活用した, 2
年間の実践について述べ, 「探求の共同体」フレー
ムワーク[2]に沿った, 2012年度受講者による主観的
評価の分析結果について経過報告する.  
2. 授業の内容と Facebookによる授業外支援 
授業外学習支援の環境として, Facebook を利用し

た授業は 2つであった. 1つはディスカッションスキ
ルを習得することが目的とした授業であった. 仮想
の日本政府として, 現在我が国が抱えている社会問
題について政策を打ち, 解決を検討するという文脈
を与えている. 解決する社会問題（議題）は教員か
ら 3 つのテーマに絞るように指示される以外, 指示
はなく, 受講者ら自身で決定した. 決定したテーマ
毎にグループを組むこととしたため, 3 グループ形
成された. グループ内で社会問題に関する現状分析, 
政策立案などを検討し, ディスカッションは他のグ
ループメンバーと行う. 具体的には各グループから
1名ずつ出し, 3人 1グループでディスカッションを
行うものとなっている. ディスカッションの前に当
日の学習目標を設定し, ディスカッション後にリフ
レクションを行い , 学習目標の達成度 , その理由 , 
次回までに改善することを検討し, 発表してもらう. 
現状分析, 政策立案に伴う情報収集やロジック構築
は授業外にてチームで行い, 共有を Facebook上で行

うように指示した. またディスカッション後に行う
リフレクションの内容も Facebook 上で共有するよ
うに指示した.  
もう 1つの授業は企画提案型のプロジェクト学習

を取り入れたものである. 具体的には図書館内に設
置されたラーニングコモンズをより充実化させるた

めの企画を図書館職員に提案するものである. 15回
の授業の 5 回分を知識習得編とし, 企画を作り上げ
るために必要な, 関連知識を教える目的で行われた. 
後半の 9 回分をプロジェクト編とし, 受講者たちが
知識習得編で学んだ内容に基づいて, 企画立案を行
う. 授業開始時に教員が進捗を確認した. 最終回に
図書館職員に向けて企画提案プレゼンテーションを

行う. 知識習得編では, 授業で扱った内容に関して, 
内容の概要, 自分の考え, 質問等を書くミニッツペ
ーパーを Facebook上に書き, 共有するよう指示した. 
プロジェクト編では, 授業内で完了できなかった活
動や授業外に行うことを計画した活動を Facebook
で行うよう指示した. 両授業ともに, 教員は授業資
料, 補助資料のアップロード, ミニッツペーパーや
リフレクションへのコメントを行い, 受講生の活動
そのものには介入していない. 受講者から質問があ
れば, 随時, 対面でも Facebook上でも対応は行った.  
両授業とも 2011年度, 2012年度に開講したもので

あり, Facebook グループでは年度に分けていない. 
つまり, 各年度受講生は同じグループに所属してい
ることになる. その理由は, (1)2011 年度にてそれぞ
れの授業で, 活動のモデルなどが合った方が, より
充実した学習活動になったという指摘が受講生から

あったためである. 両授業共に事前事後で質問紙, 
事後にインタビューによるデータを収集した.  
3. 「探求の共同体」フレームワーク 
探求の共同体」は学習の情意面に影響するとされ

る社会的存在感, 議論の観点を提示するなど, 学習
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成果に直接影響する認知的存在感, ルールの伝達に
関わる教授的存在感から構成される. 社会的存在感
とはもともと社会心理学の研究知見であり, 「メデ
ィアを介した相互作用によって, 相手がそこにいる
と感じられる程度」と訳される[3]. 例えば, 社会的
存在感は絵文字の利用や実名で相手を呼ぶといった

親近感 (Intimacy)と返答のスピードなど即時性
(Immediacy)が関係しているとされる[4]. 認知的存
在感とは「批判的思考能力など, 高次の能力育成に
関係する談話を継続させる支援, イベント, またそ
の知的支援環境」と定義される[2] . 例えば, 問題を
再認識する発言, 相手と自分の意見を統合させる発
言は認知的存在感に当たる. 教授的存在感は「学習
過程や成果を管理・監視をしながら, 学習者のコミ
ュニケーションを方向付けること」と定義される[2]. 
例えば発言のルールを作る発言や各種作業の期限を

決める発言などが含まれる. 3 つの存在感により, 
「探究の共同体」は活性化し, パフォーマンスが高
くなるとされる. 本稿では, Arbaugh, et al(2008)[5]が
開発した「探求の共同体」尺度を用いて, 本授業に
おける「探求の共同体」の状態について, また独自
項目として, コミュニティの所属感について事前事
後の主観的評価データを分析した結果を記載する.  
4. 結果 

 
図 1 「探求の共同体」尺度による各存在感の評価 
 
それぞれの授業の 2012年度受講者は，ディスカッシ
ョンスキルが 9名, プロジェクト型学習は 5名であ
った. 授業最終回後にWebによる質問紙にてデータ
収集を行った. 図 1にディスカッションスキル, プ
ロジェクト型学習における「探求の共同体」尺度の

結果を, 図 2ではコミュニティ所属感の結果につい
て示す. それぞれ平均値で記載する. 「探求の共同体」
尺度による評価では, 認知的存在感, 教授的存在感
ともに高く受講者に受容されていることがわかった. 
社会的存在感は他に比べ, 低めであることが示され
た. コミュニティの所属感は, 両授業ともに授業期
間最後には高まったことが示された. 自由記述でも
Twitterでフォロー・フォロワー関係になる, 授業後
に夕食を食べるなど, 人間関係の形成が行われてい

 
	
 図 2	
 コミュニティの所属感に関する結果 
 
ること, Facebookについても, 「Facebook上の「いい
ね」ボタンを押すことで他のメンバーの意見を忘れ

ず参考にした」,「日常的なツールであるため, 学習
活動にも自然に入っていきやすい」, 「メンバーが
どういう人なのかわかり, 活動しやすかった」とい
った意見が多々確認された.  
5. 今後の課題 

Facebook を利用した協調学習支援を行い, 学習コ
ミュニティの形成に関する受講者の主観的評価につ

いて分析したところ, 社会的存在感が他の存在感よ
り低いものの, 実際の行動面では人間関係を形成す
る行動が行われ , 学習活動そのものに関わる認知
的・社会的存在感も高まっていることが確認された. 
また日常的なツールである Facebook の活用が学習
コミュニティの形成・維持において有効である可能

性が示された. 今後は発言データを 3 つの存在感に
分類し, 尺度の関係を分析すること, 2011 年度受講
生のデータ分析, 2011年度受講生と 2012年度受講生
との関係に関する分析, Facebook の機能による効果
の分析, インタビュー・自由記述データの分析を進
め, より知見が深くなるよう研究を進めていく予定
である.  
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